
軍
隊
に
三
年
五
ヵ
月
、
抑
留
二
年
一
ヵ
月
、
す
な
わ
ち
五
年

六
カ
月
の
空
白
。
昭
和
十
七
年
以
前
の
東
京
荒
川
の
会
社
は
空

襲
の
た
め
再
就
職
出
来
ず
、
郷
里
の
両
親
の
も
と
で
農
業
の
傍

ら
味
■
製
造
業
。
後
、
修
善
寺
駅
前
地
区
に
店
舗
を
構
え
（
三

十
年
八
月
よ
り
）
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

私
の
軍
隊
と
シ
ベ
リ
ア
抑
留
　 

静
岡
県
　
斎
藤
肇
　 

伊
豆
半
島
の
中
央
部
天
城
山
の
北
麓
、『
伊
豆
の
踊
子
』
で

有
名
な
川
端
康
成
執
筆
の
宿
や
井
上
靖
の
出
身
地
の
湯
ヶ
島
温

泉
郷
の
天
城
湯
ヶ
島
で
、
大
正
十
三
年
二
月
十
五
日
に
祖
父
母

と
父
母
の
四
人
暮
ら
し
の
家
庭
で
長
男
と
し
て
生
ま
れ
、
後
に

七
人
の
兄
弟
で
家
族
は
十
一
人
の
大
所
帯
と
な
っ
た
。
農
業
の

傍
ら
、
父
は
林
業
で
木
材
の
伐
採
を
生
業
と
し
て
一
家
の
暮
ら

し
を
立
て
て
い
た
。

昭
和
五
年
、
小
学
校
へ
入
学
し
て
間
も
な
い
六
月
二
日
、
昭

和
天
皇
が
天
城
山
八
丁
池
へ
行
幸
さ
れ
た
折
、
新
築
さ
れ
た
小

学
校
へ
往
復
立
ち
寄
り
休
憩
さ
れ
た
。
玉
座
は
二
階
一
室
に
あ

り
、
高
学
年
の
掃
除
当
番
だ
け
し
か
入
室
出
来
な
か
っ
た
。

昭
和
十
三
年
三
月
、
湯
ヶ
島
尋
常
高
等
小
学
校
卒
業
。

昭
和
十
四
年
三
月
、
大
仁
准
教
員
養
成
所
修
了
し
て
国
鉄
の

採
用
試
験
に
合
格
し
た
の
で
上
京
、
川
崎
市
小
倉
の
東
京
鉄
道

局
新
橋
運
輸
事
務
所
新
鶴
見
検
車
区
へ
勤
務
し
た
。
当
時
東
洋

一
の
貨
物
列
車
の
操
車
場
で
、
構
内
は
南
武
線
と
平
行
し
て
尻

手
駅
か
ら
矢
向
駅
、
鹿
島
田
駅
を
経
て
平
間
駅
ま
で
延
長
四
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
・
幅
二
百
メ
ー
ト
ル
の
広
い
駅
で
あ
っ
た
。
中
程

に
駅
の
本
屋
と
機
関
区
検
車
区
が
あ
り
、
上
り
下
り
の
到
着
し

た
列
車
を
一
両
毎
切
り
離
し
、
行
き
先
別
に
分
け
新
し
く
列
車

を
編
成
す
る
と
こ
ろ
で
、
検
車
区
は
到
着
し
た
列
車
の
検
査
と

新
し
く
編
成
さ
れ
た
列
車
の
出
発
検
査
を
一
昼
夜
交
替
で
担
当

し
、
そ
の
他
四
十
日
定
期
検
査
と
六
ヵ
月
定
期
制
動
検
査
が

あ
っ
て
、
期
日
が
来
た
空
車
は
検
車
区
の
引
込
線
へ
入
る
。
私

は
四
十
日
検
査
の
担
当
で
殆
ど
日
勤
だ
っ
た
。
支
那
事
変
か
ら

大
東
亜
戦
争
に
必
勝
の
決
意
で
戦
時
輸
送
に
励
ん
で
い
た
。

昭
和
十
九
年
正
月
適
齢
検
査
を
受
け
、
工
兵
甲
種
合
格
で
入

隊
の
日
を
待
っ
た
が
な
か
な
か
通
知
が
来
な
い
。
一
緒
に
検
査



を
受
け
た
者
は
先
に
入
隊
し
て
、
同
級
生
二
人
し
か
残
ら
な

い
。
後
で
解
っ
た
の
だ
が
、
検
査
の
折
徴
兵
官
に
差
し
出
し
た

職
場
か
ら
の
封
書
が
入
営
延
期
願
い
だ
っ
た
そ
う
だ
。

サ
イ
パ
ン
が
落
ち
て
Ｂ29

の
本
土
空
襲
が
日
毎
に
多
く
な
っ

た
二
十
年
一
月
下
旬
、
父
が
突
然
職
場
へ
現
役
徴
集
の
知
ら
せ

を
持
っ
て
迎
え
に
来
た
。
直
ぐ
職
場
へ
手
続
き
と
挨
拶
を
し
て

寮
の
荷
物
を
纏
め
て
送
り
、
実
家
へ
帰
っ
た
。
現
役
徴
集
の
内

容
は
、
二
月
八
日
午
前
八
時
和
歌
山
県
海
草
郡
深
山
中
部
第
七

十
五
部
隊
へ
入
隊
と
の
令
状
だ
っ
た
。

二
月
五
日
の
夜
、
入
隊
祝
を
自
宅
で
、
職
場
の
同
僚
も
遠
く

か
ら
駆
け
つ
け
て
く
れ
、
近
所
や
親
戚
の
人
で
盛
大
な
宴
会
で

送
っ
て
く
れ
た
。

二
月
六
日
の
朝
、
雪
が
五
セ
ン
チ
ほ
ど
積
も
っ
て
寒
か
っ

た
。
住
み
慣
れ
た
故
郷
を
後
に
大
勢
の
人
に
見
送
ら
れ
勇
躍
出

発
し
た
。
三
島
大
社
へ
集
合
し
、
三
島
駅
よ
り
大
阪
行
き
の
普

通
列
車
で
夕
方
出
掛
け
た
。
大
阪
で
朝
を
迎
え
、
南
海
電
鉄
で

深
山
駅
で
降
り
る
と
、
部
隊
か
ら
案
内
の
係
官
が
出
張
し
て
受

付
で
宿
泊
所
を
割
り
当
て
て
く
れ
た
。
自
分
は
父
と
弟
が
部
隊

ま
で
送
っ
て
来
て
く
れ
た
の
で
同
じ
宿
で
頼
ん
だ
。
そ
の
晩
一

緒
に
入
隊
す
る
同
僚
に
兵
科
を
聞
く
と
砲
兵
と
言
う
。
他
の
一

人
は
通
信
で
、
明
日
の
入
隊
の
兵
科
が
各
々
混
じ
っ
て
い
る
の

で
変
に
思
っ
た
。

二
月
八
日
晴
れ
の
入
隊
だ
。
七
時
ま
で
に
支
度
を
し
、
部
隊

ま
で
十
五
分
徒
歩
で
行
き
営
門
で
待
つ
。
三
十
分
前
に
開
門
し

て
、
家
族
と
別
れ
入
隊
者
は
一
斉
に
営
内
に
入
り
指
示
を
待

つ
。
八
時
に
な
っ
て
係
官
の
呼
び
出
し
で
兵
科
毎
整
列
す
る
。

全
員
で
二
百
人
ぐ
ら
い
入
隊
し
た
。
係
官
の
誘
導
で
各
中
隊
へ

分
散
し
て
行
っ
た
。
そ
の
日
は
身
上
調
査
と
注
意
事
項
を
聞
い

て
休
む
。

二
日
目
に
新
し
い
被
服
を
受
領
し
一
ッ
星
の
襟
章
を
縫
い
付

け
、
糸
で
名
前
を
縫
い
付
け
、
着
替
え
て
私
物
を
梱
包
し
て
家

へ
送
り
返
す
。
三
日
目
に
身
体
検
査
と
三
種
混
合
接
種
を
し

て
、
半
日
就
寝
可
が
出
て
寝
る
。

四
日
目
は
紀
元
節
で
休
日
だ
が
色
々
と
用
事
が
あ
っ
た
。
家

を
出
る
時
部
落
の
先
輩
の
安
藤
軍
曹
が
二
中
隊
に
い
る
と
家
族

か
ら
聞
い
て
来
た
の
で
許
可
を
受
け
て
面
会
に
行
く
と
、
今
日

は
外
出
し
て
こ
の
ミ
カ
ン
を
沢
山
買
っ
て
来
た
と
い
っ
て
御
馳

走
に
な
り
、
故
郷
の
話
に
花
を
咲
か
せ
た
。
そ
の
頃
、
黒
河
省



孫
呉
へ
派
遣
さ
れ
る
こ
と
を
知
っ
た
。

入
隊
し
て
七
日
目
、
満
州
へ
出
発
す
る
日
が
来
た
。
輸
送
指

揮
官
の
号
令
で
中
部
七
十
五
部
隊
を
後
に
、
深
山
駅
よ
り
大
阪

へ
出
て
軍
用
列
車
で
下
関
へ
向
か
っ
た
。
夕
方
暗
く
な
っ
た
頃

宿
へ
着
き
、
夕
食
に
出
さ
れ
た
フ
グ
の
刺
身
に
舌
鼓
を
打
つ
。

食
後
引
率
さ
れ
て
町
の
浴
場
へ
行
き
、
入
隊
以
来
初
め
て
の
入

浴
で
体
が
清
々
と
し
た
。
明
日
の
乗
船
は
早
い
の
で
帰
っ
て
直

ぐ
休
む
。

翌
朝
三
時
半
起
床
、
支
度
を
し
て
朝
食
を
済
ま
せ
四
時
半
出

発
、
港
ま
で
急
ぐ
。
大
き
な
客
船
が
岸
壁
に
待
機
し
て
い
て
直

ぐ
乗
船
す
る
。
ど
こ
か
ら
集
結
し
た
か
た
ち
ま
ち
満
員
と
な

る
、
何
千
人
乗
船
し
た
か
分
か
ら
な
い
。
後
で
聞
く
と
九
千
ト

ン
級
の
船
だ
そ
う
だ
。
も
う
一
隻
は
門
司
よ
り
出
港
し
て
沖
合

で
待
ち
合
わ
せ
て
、
駆
逐
艦
と
偵
察
機
の
護
衛
で
敵
の
潜
水
艦

を
警
戒
し
な
が
ら
ジ
グ
ザ
グ
航
行
で
釜
山
に
向
か
っ
た
。
玄
界

灘
へ
出
る
と
波
が
高
く
、
一
万
ト
ン
級
の
前
を
進
ん
で
い
る
船

が
見
え
な
く
な
る
。
船
酔
い
の
人
が
続
出
し
た
。
普
通
な
ら
八

時
間
で
着
く
の
に
十
時
間
か
か
っ
て
午
後
三
時
頃
釜
山
港
へ
着

い
た
。
下
船
し
て
直
ぐ
列
車
に
乗
る
と
思
っ
た
と
こ
ろ
、
港
近

く
の
大
き
な
劇
場
か
映
画
館
風
の
建
物
へ
入
り
、
外
部
の
人
目

を
避
け
夕
方
軍
用
列
車
が
出
発
す
る
ま
で
缶
詰
め
に
な
っ
て
潜

ん
で
い
た
。
日
が
落
ち
て
暗
く
な
る
頃
列
車
に
乗
り
込
み
、
夜

行
で
朝
鮮
半
島
を
縦
断
し
、
朝
、
鴨
緑
江
を
渡
り
満
州
へ
入
っ

た
。か
つ
て
日
露
の
戦
で
激
戦
の
あ
っ
た
■
陽
、
奉
天
を
通
過
し

て
広
漠
と
広
が
る
原
野
を
列
車
は
北
へ
北
へ
と
驀
進
す
る
。
関

東
平
野
の
広
さ
な
ど
は
足
元
に
も
及
ば
な
い
。
家
の
隣
の
お
祖

父
さ
ん
は
静
岡
連
隊
の
歩
兵
で
、
日
露
の
戦
に
出
征
し
て
激
戦

の
末
■
陽
を
落
と
し
北
の
鉄
嶺
ま
で
遠
征
し
た
話
を
よ
く
し
て

く
れ
た
の
を
想
い
出
し
な
が
ら
、
こ
の
辺
り
が
戦
跡
か
と
当
時

を
偲
ん
で
通
っ
て
行
く
。
満
州
の
夕
日
は
、
話
に
は
聞
い
て
い

た
が
、
地
平
線
に
沈
む
太
陽
は
盥
の
よ
う
に
大
き
く
、
真
っ
赤

に
辺
り
を
染
め
た
景
色
は
実
に
雄
大
で
綺
麗
だ
。

二
月
の
満
州
は
厳
寒
だ
。
ま
し
て
北
満
は
零
下
三
十
度
以
下

に
な
る
。
四
平
の
駅
へ
着
い
た
時
、
昼
食
の
弁
当
受
領
に
列
車

を
降
り
て
駅
舎
ま
で
行
く
と
、
外
気
零
下
二
十
度
も
あ
ろ
う
か

身
を
切
る
よ
う
な
寒
さ
で
、
各
隊
毎
分
け
て
あ
る
弁
当
と
お
茶

を
受
け
取
り
車
内
へ
運
び
皆
に
分
配
が
終
わ
っ
て
昼
食
に
す



る
。
豚
肉
の
炊
き
込
み
ご
飯
が
折
の
中
で
凍
っ
て
い
た
。
飯
の

ア
イ
ス
だ
。
そ
れ
で
も
腹
が
空
い
て
い
た
の
で
少
し
ず
つ
砕
い

て
コ
リ
コ
リ
と
音
を
立
て
て
食
べ
た
。

列
車
は
長
い
運
転
で
疲
れ
た
の
か
動
か
な
い
、
釜
山
を
出
て

今
日
で
三
日
目
に
な
ろ
う
か
、
目
的
地
到
着
の
時
間
調
整
か
、

そ
れ
と
も
単
線
で
対
向
列
車
の
待
ち
合
わ
せ
か
、
三
時
間
休
ん

で
よ
う
や
く
列
車
が
動
き
出
し
た
。
こ
の
辺
り
か
ら
列
車
の
速

度
も
遅
く
な
っ
た
。
小
興
安
嶺
の
坂
道
で
も
上
っ
て
い
る
の
だ

ろ
う
。
夜
の
点
呼
の
後
、
輸
送
指
揮
官
の
通
達
で
、
明
朝
四
時
目
的

地
の
北
孫
呉
駅
に
到
着
す
る
の
で
身
の
回
り
の
整
理
を
す
る
よ

う
に
と
の
こ
と
だ
っ
た
。
夜
中
に
北
安
の
駅
に
停
車
し
た
時
防

寒
具
を
持
っ
て
部
隊
か
ら
迎
え
に
来
て
く
れ
て
、
車
内
へ
皆
で

運
び
込
み
、
防
寒
帽
、
防
寒
外
套
、
防
寒
靴
、
大
手
套
、
防
寒

頭
巾
を
各
自
受
領
し
て
車
内
で
着
装
し
、
列
車
の
到
着
を
待

つ
。
外
は
真
っ
白
に
雪
が
積
も
っ
て
い
る
の
が
良
く
見
え
た
。

予
定
通
り
四
時
に
到
着
し
て
全
員
下
車
、
駅
前
で
点
呼
を
行

い
各
々
の
部
隊
へ
分
か
れ
て
出
発
す
る
。
我
々
の
工
兵
隊
は
七

十
五
人
で
、
迎
え
に
来
て
く
れ
た
上
官
の
指
揮
で
屯
営
ま
で
行

軍
し
た
。
早
朝
の
暗
闇
の
中
、
真
っ
白
な
雪
道
は
ど
こ
が
道
や

ら
溝
や
ら
暗
く
て
分
か
ら
な
い
の
で
、
た
だ
前
の
人
の
背
中
を

見
て
後
か
ら
付
い
て
歩
く
。
マ
ス
ク
を
し
て
い
る
の
で
息
が
睫

毛
に
掛
か
り
凍
っ
て
前
が
見
え
な
く
な
り
困
っ
た
。

部
隊
ま
で
約
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
あ
っ
た
。
未
だ
夜
明
け
前
、

指
揮
官
の
号
令
で
歩
調
を
取
っ
て
衛
門
を
く
ぐ
り
衛
兵
司
令
に

報
告
し
、
前
も
っ
て
決
め
ら
れ
た
中
隊
に
二
十
五
人
ず
つ
分
散

し
て
、
自
分
は
第
二
中
隊
で
、
初
年
兵
は
一
個
班
に
纏
ま
り
教

育
を
受
け
た
。

孫
呉
は
北
満
の
黒
河
よ
り
南
西
百
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
位
置
し

て
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
四
方
を
小
興
安
嶺
の
山
並
み
に
囲
ま
れ
た

盆
地
で
、
中
央
に
幅
二
百
メ
ー
ト
ル
の
ソ
ン
ピ
ラ
川
が
西
か
ら

東
へ
流
れ
、
川
の
南
を
南
孫
呉
、
北
側
を
北
孫
呉
と
言
い
、
北

孫
呉
駅
近
く
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
大
橋
と
南
孫
呉
駅
近
く
の
大
橋

が
南
と
北
の
連
絡
道
と
な
っ
て
北
側
の
山
陣
地
が
構
築
さ
れ
、

こ
の
盆
地
に
一
個
師
団
が
北
満
の
警
備
に
当
た
っ
て
い
る
。

北
孫
呉
に
師
団
司
令
部
、
陸
軍
病
院
、
東
京
の
歩
兵
第
一
連

隊
、
千
葉
の
歩
兵
第
四
十
八
連
隊
、
赤
羽
の
工
兵
連
隊
、
野
砲

連
隊
輜
重
隊
、
通
信
隊
、
南
孫
呉
に
兵
器
■
、
野
戦
貨
物
■
と



発
電
所
が
あ
り
、
十
八
年
の
動
員
前
は
飛
行
隊
、
戦
車
隊
、
騎

兵
隊
が
あ
っ
て
兵
力
火
力
も
充
実
し
て
い
た
師
団
だ
っ
た
。

我
々
が
入
隊
し
た
部
隊
は
満
州
独
立
工
兵
第
九
七
〇
部
隊

で
、
十
八
年
に
動
員
さ
れ
、
主
力
は
サ
イ
パ
ン
へ
征
き
、
一
個

中
隊
が
留
守
部
隊
と
し
て
駐
屯
し
て
い
た
。
部
隊
長
二
階
堂
少

佐
、
第
二
中
隊
長
飯
田
中
尉
、
中
隊
事
務
係
前
田
軍
曹
教
官
、

折
田
見
習
士
官
、
助
教
兼
班
長
に
林
忠
輔
伍
長
、
助
手
忍
田
兵

長
で
教
育
が
始
ま
る
。

入
隊
し
て
身
体
検
査
や
被
服
の
受
領
が
終
わ
り
、
七
日
目
頃

か
ら
内
務
班
の
教
育
も
厳
し
く
な
り
、
毎
日
の
よ
う
に
注
意
さ

れ
全
員
が
ビ
ン
タ
を
受
け
る
。
班
長
も
厳
し
か
っ
た
が
、
初
年

兵
係
に
上
靴
ビ
ン
タ
や
帯
革
ビ
ン
タ
で
一
週
間
ぐ
ら
い
顔
が
腫

れ
る
ほ
ど
殴
ら
れ
た
。
演
習
か
ら
疲
れ
て
帰
る
と
整
頓
棚
の
整

頓
が
悪
い
と
木
銃
で
バ
ラ
バ
ラ
に
荒
ら
さ
れ
て
、
泣
く
泣
く
丁

寧
に
厚
紙
を
中
へ
入
れ
て
積
み
な
お
し
た
。
寝
台
の
敷
布
が
汚

れ
て
い
る
と
赤
い
チ
ョ
ー
ク
で
金
魚
の
絵
が
書
い
て
あ
る
。
金

魚
が
水
を
飲
み
た
い
と
言
っ
て
い
る
と
。
一
人
で
も
悪
い
と
全

員
が
汚
れ
具
合
に
比
例
し
て
大
き
な
金
魚
を
書
か
れ
、
そ
ん
な

時
は
ま
た
、
対
向
ビ
ン
タ
で
あ
っ
た
。
そ
の
時
も
相
手
を
軽
く

殴
ろ
う
も
の
な
ら
こ
う
し
て
殴
る
の
だ
と
力
い
っ
ぱ
い
往
復
ビ

ン
タ
を
さ
れ
た
。
こ
ま
鼠
の
よ
う
に
動
い
て
も
ど
こ
か
に
落
ち

度
が
あ
る
。
兵
器
手
入
れ
は
勿
論
、
部
品
を
落
と
す
と
銃
に
謝

り
捧
げ
銃
を
さ
せ
ら
れ
る
。
軍
靴
の
手
入
れ
が
悪
い
と
靴
を
口

に
く
わ
え
て
各
班
回
り
を
さ
せ
ら
れ
る
。
あ
る
時
は
柱
へ
か
じ

り
付
き
蝉
の
鳴
き
声
や
ウ
グ
イ
ス
の
綱
渡
り
等
さ
せ
ら
れ
た
。

一
品
検
査
の
襦
袢
検
査
で
虱
が
い
た
者
が
二
人
見
つ
か
り
、
全

員
上
半
身
裸
で
舎
前
に
整
列
し
不
動
の
姿
勢
で
立
た
さ
れ
た
こ

と
が
あ
る
。
零
下
二
十
五
度
で
は
一
分
間
で
素
手
の
指
先
、

鼻
、
耳
等
血
色
が
な
く
な
り
凍
傷
に
な
る
。
一
人
一
人
殴
ら
れ

て
舎
内
に
入
り
、
翌
日
ド
ラ
ム
缶
へ
湯
を
沸
か
し
消
毒
し
た
。

煙
草
を
吸
う
暇
が
な
い
の
で
厠
で
吸
っ
て
煙
を
見
つ
け
ら
れ
、

大
声
で
「
火
事
だ
」
と
叫
ば
れ
て
バ
ケ
ツ
で
水
を
掛
け
ら
れ
た

者
も
い
た
。
昼
間
演
習
へ
出
て
休
憩
の
時
間
の
煙
草
の
味
が
忘

れ
ら
れ
な
い
。

五
月
に
な
る
と
在
満
の
現
役
兵
が
入
隊
し
、
続
い
て
六
月
に

在
満
の
補
充
兵
が
召
集
で
入
隊
し
、
中
隊
の
兵
員
も
増
加
し

た
。六
月
半
ば
第
一
期
の
検
閲
が
行
わ
れ
、
戦
車
肉
迫
攻
撃
と
橋



爆
破
演
習
で
、
営
庭
よ
り
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
前
方
に
架
か
っ
て

い
る
南
孫
呉
大
橋
で
、
爆
薬
は
模
擬
火
薬
で
百
グ
ラ
ム
火
薬
十

箇
を
導
爆
索
で
填
列
し
た
爆
薬
を
、
横
一
列
の
柱
の
数
だ
け
兵

が
持
っ
て
中
央
部
橋
脚
列
へ
忍
び
込
み
、
一
人
一
本
の
柱
を
受

け
持
ち
、
持
っ
て
行
っ
た
火
薬
を
上
流
の
柱
は
一
番
高
く
次
々

と
低
く
巻
き
付
け
、
導
爆
索
を
上
か
ら
次
々
と
結
束
し
、
導
火

索
を
結
束
し
た
導
爆
索
を
最
後
に
結
束
し
て
準
備
完
了
、
点
火

者
と
補
助
が
残
り
他
の
者
は
後
方
へ
退
避
す
る
。
指
揮
者
の
合

図
に
よ
り
点
火
。
導
火
索
は
五
セ
ン
チ
し
か
な
い
、
急
い
で
後

方
へ
退
避
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
検
閲
も
終
わ
り
、
濡
れ
た

ま
ま
帰
営
し
部
隊
長
よ
り
講
評
を
受
け
た
。

六
月
の
末
、
朝
鮮
の
現
役
兵
が
大
勢
入
隊
し
て
部
隊
の
兵
員

は
膨
張
し
た
。

四
月
の
中
旬
に
内
地
の
友
人
よ
り
慰
問
の
手
紙
が
届
い
て
、

三
月
に
Ｂ29

の
大
空
襲
が
あ
り
勤
め
て
い
た
構
内
も
被
害
を
受

け
た
が
、
直
ぐ
復
旧
し
て
輸
送
業
務
に
励
ん
で
本
土
決
戦
に
備

え
て
頑
張
っ
て
い
る
と
い
う
便
り
だ
っ
た
。

今
ま
で
戦
局
の
様
子
も
何
も
分
か
ら
な
か
っ
た
が
、
ソ
連
軍

が
シ
ベ
リ
ア
へ
移
動
し
て
時
々
ス
パ
イ
の
信
号
弾
が
打
ち
上
げ

ら
れ
緊
張
の
度
を
高
め
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。
そ
れ
で

兵
力
の
増
強
に
召
集
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

七
月
三
日
、
林
班
長
に
三
人
呼
び
出
さ
れ
た
。
村
田
、
矢

島
、
斎
藤
、
お
前
達
三
人
は
入
隊
以
来
成
績
優
秀
に
つ
き
七
月

一
日
付
を
も
っ
て
一
等
兵
に
昇
進
す
る
こ
と
に
決
ま
っ
た
の
で

早
速
襟
章
を
着
け
替
へ
中
隊
長
へ
申
告
に
行
っ
て
く
る
よ
う
命

じ
ら
れ
、
被
服
係
に
新
し
い
襟
章
を
貰
い
着
け
替
え
て
三
人
で

中
隊
長
へ
申
告
し
、
折
田
教
官
、
前
田
中
隊
事
務
係
、
班
長
の

林
伍
長
に
申
告
し
て
来
た
。
同
期
兵
よ
り
一
足
先
に
星
を
貰
っ

て
、
皆
に
祝
っ
て
も
ら
う
や
ら
、
羨
ま
し
が
ら
れ
た
り
し
た
。

七
月
に
な
る
と
同
期
兵
は
陣
地
構
築
に
花
見
山
へ
派
遣
さ

れ
、
七
月
二
十
日
付
で
一
等
兵
に
昇
進
し
た
。
三
人
は
屯
営
へ

残
り
朝
鮮
か
ら
入
隊
し
た
初
年
兵
の
面
倒
を
見
る
よ
う
命
じ
ら

れ
、
暑
い
中
、
演
習
も
内
務
班
も
一
緒
に
寝
起
き
し
て
衛
兵
に

も
勤
務
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

八
月
八
日
朝
七
時
、
非
常
呼
集
で
舎
前
に
整
列
、
師
団
長
命

令
で
動
員
が
下
っ
た
。
ソ
連
軍
が
黒
河
へ
侵
攻
し
た
の
で
各
部

隊
は
決
め
ら
れ
た
部
所
へ
就
け
と
の
命
令
だ
っ
た
。
中
隊
の
伝

令
は
陣
地
構
築
の
兵
員
を
屯
営
へ
集
結
す
べ
く
乗
馬
で
走
っ
て



行
っ
た
。

編
成
も
終
わ
り
自
分
は
第
一
小
隊
第
二
分
隊
に
属
し
た
。
兵

器
、
被
服
の
受
領
を
し
て
背
嚢
へ
装
具
を
纏
め
指
示
を
待
つ
。

午
後
一
時
全
員
営
庭
に
整
列
、
出
陣
式
を
行
う
。「
己
の
任
務

に
適
進
せ
よ
、
最
後
に
各
員
の
武
運
を
祈
る
」
と
の
部
隊
長
の

訓
示
を
受
け
、
各
小
隊
毎
決
め
ら
れ
た
陣
地
へ
兵
営
を
後
に
し

て
出
発
し
た
。
我
が
小
隊
は
東
風
山
の
歩
兵
一
連
隊
の
陣
地
を

目
指
し
て
行
軍
、
一
時
間
半
で
陣
地
へ
到
着
、
連
隊
本
部
の
近

く
へ
テ
ン
ト
を
張
る
。
侵
攻
し
て
く
る
北
面
に
自
分
の
蛸
壷
を

掘
っ
た
。

十
日
の
朝
、
命
令
を
受
け
工
兵
隊
の
屯
営
へ
引
ぎ
返
し
た
。

営
庭
に
兵
器
■
か
ら
運
ば
れ
た
野
砲
の
十
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

砲
弾
の
山
が
幾
山
も
積
ま
れ
て
、
今
か
ら
急
造
爆
雷
を
作
る
と

い
っ
て
野
砲
隊
の
軍
曹
が
来
て
信
管
の
抜
き
取
り
作
業
を
し
て

い
た
。
大
き
な
釜
へ
湯
を
沸
か
し
信
管
の
な
い
砲
弾
の
爆
薬
を

溶
か
し
て
、
三
十
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
立
方
の
木
の
箱
を
作
り

溶
か
し
た
爆
薬
を
流
し
込
み
、
固
ま
っ
て
か
ら
瞬
発
信
管
を
取

り
付
け
る
と
戦
車
肉
迫
攻
撃
の
爆
雷
が
出
来
る
の
で
急
い
で
作

る
よ
う
命
令
を
受
け
た
。
手
分
け
を
し
て
箱
作
り
、
湯
沸
か

し
、
箱
へ
流
し
込
み
、
信
管
取
り
付
け
と
分
業
に
し
た
。
丁
度

火
薬
の
鋳
物
工
場
だ
。

そ
の
日
の
午
後
ソ
連
の
爆
撃
機
が
低
空
で
飛
来
、
南
孫
呉
の

発
電
所
を
爆
撃
し
て
去
っ
た
。
高
射
砲
が
あ
れ
ば
墜
撃
し
た
も

の
を
と
悔
や
ん
だ
。

夕
方
に
な
っ
て
敵
戦
車
が
北
孫
呉
飛
行
場
方
面
へ
侵
攻
し
て

来
た
。
北
孫
呉
大
橋
は
工
兵
隊
に
よ
っ
て
砲
弾
を
並
べ
て
爆
破

し
た
。
午
後
六
時
頃
営
庭
の
隅
の
架
橋
倉
庫
で
夕
食
を
食
べ
て

い
る
と
、
自
分
の
他
二
人
の
者
に
敵
戦
車
を
迎
え
撃
破
せ
よ
と

の
命
令
が
下
り
、
急
造
爆
雷
を
胸
に
三
百
メ
ー
ト
ル
先
の
陣
地

へ
一
人
一
人
分
か
れ
て
待
ち
伏
せ
た
。
戦
車
の
大
き
い
音
が
遠

く
に
聞
こ
え
る
、
い
よ
い
よ
こ
こ
で
敵
戦
車
と
一
騎
討
ち
か
と

壕
に
潜
ん
で
い
る
時
間
の
長
い
こ
と
。
そ
の
間
に
営
庭
に
分
散

し
て
あ
っ
た
山
積
み
の
砲
弾
を
花
見
山
の
陣
地
へ
ト
ラ
ッ
ク
で

運
搬
し
た
。
二
時
間
ぐ
ら
い
経
過
し
た
と
思
わ
れ
る
。
伝
令
が

来
て
、
今
か
ら
陣
地
へ
引
き
揚
げ
る
か
ら
本
隊
へ
戻
れ
と
の
こ

と
。
三
人
は
九
死
に
一
生
を
得
て
顔
を
見
合
わ
せ
て
喜
ん
だ
。

早
速
伝
令
と
一
緒
に
本
隊
へ
帰
り
爆
雷
を
返
納
す
る
。
取
り
扱

い
を
誤
れ
ば
爆
発
す
る
の
で
細
心
の
注
意
が
必
要
だ
っ
た
。
急



い
で
装
具
を
持
っ
て
営
庭
へ
出
る
と
分
隊
毎
整
列
し
て
い
て
、

分
隊
長
に
帰
還
の
報
告
を
す
る
。

兵
舎
へ
ガ
ソ
リ
ン
を
撒
い
て
焼
却
準
備
が
出
来
た
頃
二
台
の

車
へ
分
乗
、
営
門
ま
で
出
た
時
一
斉
に
点
火
し
、
点
火
者
を
乗

せ
て
花
見
山
陣
地
へ
向
か
っ
た
。
山
の
坂
道
で
炎
に
包
ま
れ
て

真
っ
赤
に
燃
え
盛
っ
て
い
る
兵
舎
が
何
と
も
言
え
な
い
淋
し
さ

だ
っ
た
。

途
中
に
は
特
火
点
「
ト
ー
チ
カ
」
が
幾
つ
も
あ
り
、
土
で
覆

い
偽
装
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
陣
地
は
教
育
中
見
学
に
来
た
所

で
、
少
し
は
わ
か
っ
て
い
た
。
道
路
脇
に
砲
台
が
あ
っ
て
大
き

な
要
塞
砲
を
据
え
付
け
、
そ
ば
に
直
径
三
十
セ
ン
チ
の
砲
弾
を

山
と
積
ん
で
あ
っ
た
。
車
で
そ
こ
よ
り
十
分
行
っ
た
所
の
工
兵

隊
の
本
部
の
あ
る
花
見
山
で
下
車
し
た
。
夜
で
テ
ン
ト
も
張
れ

な
い
の
で
本
部
の
テ
ン
ト
へ
割
り
込
む
こ
と
に
し
た
。
我
々
が

着
く
と
炊
事
か
ら
夜
食
を
出
し
て
く
れ
た
。
腹
が
減
っ
て
は
戦

は
出
来
ぬ
と
言
っ
て
、
い
つ
も
鬼
の
よ
う
な
炊
事
班
長
も
今
日

は
張
り
切
っ
て
い
る
。

遠
く
で
大
砲
の
音
が
聞
こ
え
る
。
黒
河
と
孫
呉
の
中
間
に
あ

る
■
琿
の
旅
団
の
仁
丹
陣
地
の
戦
闘
だ
ろ
う
、
一
晩
続
い
て
眠

れ
な
い
。

翌
日
、
本
部
近
く
の
木
蔭
に
テ
ン
ト
を
張
り
装
具
を
運
び
、

本
部
の
幕
舎
で
雷
管
と
導
火
線
索
の
結
束
を
し
て
い
た
が
、
戦

況
の
変
化
も
な
く
毎
日
敵
機
が
偵
察
に
飛
来
、
機
銃
掃
射
を
し

て
行
く
。
昨
日
侵
攻
し
て
き
た
戦
車
が
気
に
な
る
。
歩
兵
部
隊

で
戦
車
を
攻
撃
し
て
一
台
爆
破
し
た
そ
う
だ
。

そ
ん
な
情
況
の
中
、
八
月
十
五
日
の
朝
を
迎
え
た
。
遠
く
で

今
日
も
砲
声
が
聞
こ
え
る
。
点
呼
の
後
で
、
午
後
非
常
呼
集
が

あ
る
の
で
そ
の
心
算
で
陣
地
で
待
機
せ
よ
と
の
命
令
だ
っ
た
。

正
午
過
ぎ
山
頂
の
師
団
司
令
部
に
白
旗
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
の

が
見
え
、
皆
不
安
そ
う
に
そ
の
旗
を
み
つ
め
て
い
た
。

一
時
頃
花
見
山
の
工
兵
隊
は
全
員
集
合
し
整
列
し
た
。
部
隊

長
が
司
令
部
で
聞
い
た
天
皇
陛
下
の
詔
勅
を
読
み
上
げ
る
と
全

員
が
う
な
垂
れ
て
す
す
り
泣
く
。
断
腸
の
想
い
で
幕
舎
へ
帰

り
、
次
の
命
令
を
待
つ
。

五
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
前
線
の
仁
丹
陣
地
で
は
戦
闘
が
続
い
て

い
る
ら
し
く
砲
声
が
聞
こ
え
る
。
工
兵
隊
の
高
橋
中
尉
は
司
令

部
の
命
令
を
受
け
従
兵
を
連
れ
て
仁
丹
の
司
令
部
へ
急
行
、
陛

下
の
詔
勅
を
知
ら
せ
戦
闘
を
や
め
る
よ
う
伝
達
す
る
と
、
旅
団



長
は
ス
パ
イ
と
思
い
違
い
受
け
付
け
な
か
っ
た
。
中
尉
は
伝
達

の
責
務
が
果
た
せ
ず
拳
銃
で
自
決
、
帰
ら
ぬ
人
と
な
っ
た
。
従

兵
は
泣
く
泣
く
引
き
返
し
た
。
若
い
士
官
の
中
に
も
敗
戦
を
悔

や
ん
で
自
決
し
た
人
が
い
た
と
聞
い
た
。

翌
十
六
日
は
武
装
解
除
で
、
兵
器
一
切
を
一
ヵ
所
へ
積
み
、

陣
地
を
後
に
屯
営
へ
引
き
揚
げ
た
。
工
兵
隊
の
兵
舎
は
焼
却
し

た
の
で
、
空
い
て
い
た
騎
兵
隊
の
兵
舎
へ
落
ち
着
い
た
。

ソ
連
の
進
駐
も
早
く
、
戦
が
終
わ
り
三
日
目
に
兵
隊
が
重
機

を
持
っ
て
外
か
ら
営
内
へ
向
け
て
警
戒
し
て
い
た
。
毎
日
四
人

ず
つ
交
替
で
司
令
部
へ
行
き
次
の
行
動
の
指
示
を
待
っ
た
。
二

十
日
ほ
ど
経
っ
て
黒
河
へ
出
掛
け
る
と
い
う
の
で
支
度
を
し
た

が
中
止
と
な
り
、
三
十
日
目
九
月
十
五
日
出
発
し
た
。
約
千
人

の
隊
列
で
、
ソ
連
兵
が
付
き
添
い
西
孫
■
街
道
を
北
へ
黒
河
へ

向
か
っ
て
約
百
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
道
程
を
歩
く
こ
と
に
な
っ

た
。重
い
荷
を
背
負
っ
て
い
る
の
で
一
日
歩
い
て
も
三
十
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
が
精
い
っ
ぱ
い
だ
。
途
中
の
野
営
は
テ
ン
ト
を
張
ら

ず
天
幕
を
地
へ
敷
き
、
二
人
の
毛
布
で
一
枚
を
敷
き
一
枚
を
二

人
で
掛
け
、
寒
い
の
で
体
を
寄
せ
合
っ
て
寝
た
。
疲
れ
て
い
る

の
で
朝
ま
で
一
眠
り
で
、
起
き
る
と
毛
布
の
上
に
霜
が
真
っ
白

に
降
り
て
い
た
。
昨
夜
は
携
帯
食
を
食
べ
て
寝
た
。
朝
、
飯
盒

へ
二
食
分
米
を
仕
入
れ
て
携
帯
燃
料
で
炊
き
、
牛
缶
を
開
け
て

二
人
で
一
缶
食
べ
、
飯
を
半
分
食
べ
て
弁
当
に
持
ち
、
出
発
準

備
を
し
て
出
掛
け
る
。

歩
い
て
も
歩
い
て
も
山
ま
た
山
、
小
興
安
嶺
の
黒
河
へ
通
じ

る
軍
用
道
路
を
時
々
休
憩
し
な
が
ら
行
進
す
る
。
夕
方
適
当
な

宿
泊
地
で
荷
を
降
ろ
し
宿
泊
準
備
を
し
、
飯
盒
で
三
食
分
炊
い

て
食
事
に
す
る
。
毎
日
牛
缶
ば
か
り
で
野
菜
を
食
べ
た
い
。
靴

擦
れ
が
出
来
た
者
も
多
く
、
自
分
も
治
療
し
て
寝
た
。

三
日
目
の
朝
を
迎
え
食
事
を
し
て
出
掛
け
る
。
歩
行
困
難
の

者
は
ソ
連
の
車
へ
乗
せ
て
も
ら
う
。
二
日
歩
い
た
の
で
六
十
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
は
来
た
と
思
う
、
あ
と
四
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
歩
け

ば
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
で
帰
れ
る
と
元
気
を
出
す
。
昼
食
を
し
て
一

時
間
も
山
あ
い
の
道
を
行
く
と
小
高
い
山
の
上
の
仁
丹
の
陣
地

へ
出
た
。
道
端
に
戦
車
の
キ
ャ
タ
ピ
ラ
が
飛
ん
で
い
た
。
ど
ち

ら
の
戦
車
か
わ
か
ら
な
い
が
戦
闘
の
激
し
さ
が
窺
え
た
。
小
高

い
頂
上
ま
で
来
る
と
五
百
メ
ー
ト
ル
眼
下
に
黒
龍
江
の
小
さ
な

支
流
が
あ
っ
て
、
架
か
っ
て
い
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
橋
は
中
央



で
破
壊
さ
れ
、
上
流
へ
舟
を
並
べ
て
車
の
通
れ
る
舟
橋
を
架
け

て
あ
る
の
が
見
え
、
遙
か
遠
く
に
黒
龍
江
が
見
え
た
。
陣
地
か

ら
下
っ
て
舟
橋
を
渡
る
と
、
ソ
連
軍
の
戦
車
や
ト
ラ
ッ
ク
が
駐

留
し
て
兵
隊
が
川
で
水
浴
を
し
た
り
休
ん
で
い
た
。
そ
こ
を
通

り
過
ぎ
一
時
間
ほ
ど
歩
く
と
■
琿
の
旅
団
の
兵
舎
が
左
手
に
見

え
た
。
間
も
な
く
■
琿
の
駅
へ
着
い
て
休
憩
を
と
っ
た
。

付
い
て
来
た
通
訳
が
ソ
連
兵
と
何
か
話
し
て
い
て
、
聞
い
て

み
る
と
こ
こ
か
ら
汽
車
が
走
る
の
で
貨
車
へ
乗
っ
て
行
く
こ
と

に
な
っ
た
。
皆
喜
ん
で
貨
車
へ
分
乗
し
た
が
、
な
か
な
か
動
き

出
さ
な
い
の
で
貨
車
の
中
で
眠
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
う
ち
に

動
き
出
し
て
一
時
間
も
走
っ
た
。
夕
方
近
く
黒
河
の
駅
へ
着
き

下
車
す
る
と
、
駅
の
近
く
が
黒
龍
江
で
岸
辺
に
渡
し
舟
の
着
く

桟
橋
が
あ
り
、
舟
の
来
る
の
を
待
っ
て
い
る
と
ソ
連
兵
が
寄
っ

て
来
て
腕
時
計
や
万
年
筆
を
強
奪
さ
れ
た
者
が
大
勢
い
た
。
舟

が
来
て
乗
り
込
み
対
岸
の
ブ
ラ
ゴ
エ
シ
チ
ェ
ン
ス
ク
ま
で
約
一

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
五
百
人
ぐ
ら
い
乗
っ
た
だ
ろ
う
。
こ
の
舟
は

戦
車
や
兵
隊
、
自
動
車
を
渡
し
た
舟
だ
。
対
岸
へ
渡
り
皆
が
集

合
す
る
ま
で
待
っ
て
い
る
と
子
供
が
桟
橋
近
く
へ
見
に
来
て
い

た
。
靴
も
履
か
た
い
で
跣
で
、
着
て
い
る
服
も
ボ
ロ
ボ
ロ
だ
っ

た
。そ
の
晩
は
街
の
中
央
の
人
の
住
ん
で
い
な
い
四
階
建
の
ア

パ
ー
ト
風
の
建
物
へ
入
り
、
食
事
を
し
て
宿
泊
す
る
。

入
ソ
第
一
日
目
の
朝
、
携
行
し
て
来
た
糧
秣
も
少
な
く
な
り

分
け
合
っ
て
食
事
を
作
り
朝
食
を
済
ま
せ
、
朝
七
時
駅
へ
向

か
っ
て
出
発
。
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
歩
い
た
所
に
ブ
ラ
ゴ
エ
シ

チ
ェ
ン
ス
ク
駅
が
あ
る
。
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
の
支
線
の
終
点
で
、

こ
の
駅
か
ら
汽
車
で
内
地
へ
帰
れ
る
と
思
っ
て
い
た
。
構
内
に

停
め
て
あ
る
貨
物
列
車
に
分
乗
し
て
発
車
を
待
っ
て
い
る
と
、

予
定
が
変
更
さ
れ
、
降
ろ
さ
れ
て
街
の
郊
外
に
あ
る
農
場
へ
五

十
人
行
く
こ
と
に
な
り
、
約
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
歩
い
て
行
っ

た
。
倉
庫
の
屋
根
裏
へ
荷
物
を
入
れ
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
貰
っ
て

空
腹
を
凌
い
だ
。
昼
か
ら
馬
鈴
薯
掘
り
を
組
を
作
っ
て
手
や
ス

コ
ッ
プ
で
残
り
の
な
い
よ
う
に
掘
り
、
畑
の
中
の
所
々
に
山
に

す
る
。
機
械
で
掘
っ
た
芋
は
土
の
上
に
転
が
っ
て
い
る
の
で
集

め
て
芋
の
山
を
作
っ
た
。
作
業
が
終
わ
り
帰
る
時
に
大
き
な
芋

を
沢
山
貰
っ
て
来
て
煮
た
り
焼
き
芋
に
し
た
り
し
て
夕
食
に
し

た
。
食
事
の
時
は
ス
ー
プ
を
出
し
て
く
れ
た
の
で
飯
盒
を
持
っ

て
貰
い
に
行
く
。



七
日
間
同
じ
仕
事
を
繰
り
返
し
、
次
の
日
の
午
後
農
場
を
後

に
し
て
駅
の
方
向
へ
帰
る
。
汽
車
に
乗
っ
て
帰
る
と
思
っ
て
い

る
と
、
駅
を
通
り
過
ぎ
二
十
分
ぐ
ら
い
行
っ
た
所
に
収
容
所
が

あ
り
、
そ
こ
は
鉄
条
網
を
高
さ
四
メ
ー
ト
ル
ぐ
ら
い
に
二
重
に

張
っ
て
、
四
隅
の
望
楼
に
一
人
ず
つ
警
戒
兵
が
自
動
小
銃
を

持
っ
て
昼
夜
監
視
し
て
い
る
。

宿
舎
は
古
い
ア
バ
ラ
家
で
、
ソ
連
の
兵
隊
が
侵
攻
の
折
宿
舎

に
し
た
よ
う
だ
っ
た
。
こ
の
収
容
所
が
ブ
ラ
ゴ
エ
シ
チ
ェ
ン
ス

ク
第
一
収
容
所
で
、
二
十
三
年
の
春
ダ
モ
イ
ま
で
忘
れ
る
こ
と

の
出
来
な
い
生
活
を
送
っ
た
。

収
容
所
へ
入
っ
て
本
格
的
な
寒
さ
が
訪
れ
た
頃
栄
養
失
調
で

視
力
が
衰
え
て
鳥
目
に
な
り
、
少
し
暗
い
所
も
歩
け
な
く
な
っ

た
。
そ
の
頃
熱
発
患
者
が
続
出
し
た
。
流
行
性
で
次
か
ら
次
と

枕
を
並
べ
高
熱
が
出
て
唸
っ
て
寝
て
い
る
。
幸
い
自
分
は
丈
夫

だ
っ
た
の
で
毎
日
看
病
が
続
い
た
。
氷
で
冷
や
す
の
が
忙
し

か
っ
た
。
医
務
室
は
あ
っ
て
も
薬
が
な
い
の
で
一
番
困
っ
た
。

そ
ん
な
時
、
収
容
所
で
は
明
日
食
べ
る
糧
秣
が
終
わ
り
、
配

給
も
な
く
、
雑
の
う
一
杯
の
粟
し
か
な
か
っ
た
。
止
む
な
く
警

戒
兵
を
頼
ん
で
五
人
で
調
達
に
出
掛
け
た
。
調
達
と
言
っ
て
も

盗
ん
で
来
る
よ
り
方
法
が
な
い
。
目
的
地
は
黒
河
だ
。
五
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
の
道
程
が
あ
っ
て
、
黒
龍
江
が
凍
っ
て
氷
の
上
へ
鉄

道
を
敷
き
満
州
の
物
資
を
貨
車
ご
と
ソ
連
へ
運
び
込
ん
で
い
る

時
だ
っ
た
。
暗
闇
の
氷
の
張
っ
た
黒
龍
江
を
警
戒
兵
の
後
に
付

い
て
黒
河
へ
渡
っ
た
。
手
当
た
り
次
第
探
し
て
い
る
と
運
良
く

高
粱
の
入
っ
た
カ
マ
ス
を
見
つ
け
た
。
皆
で
先
ず
煮
て
腹
へ
入

れ
て
行
く
こ
と
に
し
て
、
鍋
に
代
わ
る
物
を
探
し
た
が
何
も
な

い
の
で
、
潤
滑
油
の
入
っ
た
油
缶
の
口
を
開
け
油
を
捨
て
て
火

を
燃
や
し
、
缶
に
付
い
て
い
る
油
を
火
で
焼
き
落
と
し
、
厚
い

氷
を
砕
い
て
水
を
汲
ん
で
高
粱
を
煮
る
。
塩
も
入
れ
な
い
で
五

人
は
腹
い
っ
ぱ
い
食
べ
て
、
カ
マ
ス
の
高
粱
を
背
嚢
に
詰
め
、

ま
た
暗
い
氷
の
上
を
引
き
返
し
汗
を
流
し
て
収
容
所
へ
帰
っ

た
。
往
復
で
四
時
間
以
上
か
か
っ
た
。
満
足
に
は
運
べ
な
か
っ

た
が
翌
朝
の
ス
ー
プ
に
な
っ
た
。

そ
の
頃
栄
養
失
調
で
死
亡
す
る
者
が
多
く
、
他
の
収
容
所
か

ら
遺
体
が
十
体
ほ
ど
ト
ラ
ッ
ク
で
第
一
収
容
所
へ
送
ら
れ
て
来

た
。
襦
袢
袴
下
だ
け
で
凍
っ
て
い
た
。
ソ
連
の
軍
医
が
解
剖
し

て
研
究
す
る
た
め
に
運
ん
で
来
た
と
い
う
。
医
務
室
の
そ
ば
へ

屍
室
を
作
り
安
置
す
る
。
自
分
と
衛
生
兵
の
二
人
で
そ
の
遺
体



を
ペ
ー
チ
カ
の
上
に
四
体
立
て
て
並
べ
、
柔
ら
か
く
溶
け
る
ま

で
火
の
番
を
し
た
。
今
で
も
そ
の
時
の
気
持
ち
を
忘
れ
る
こ
と

が
出
来
な
い
。

二
、
三
日
経
っ
て
か
ら
墓
掘
り
が
始
ま
っ
た
。
駅
の
北
の
小

高
い
丘
に
街
の
ロ
シ
ア
人
の
墓
地
が
あ
り
、
そ
の
一
隅
に
大
き

な
穴
を
掘
っ
た
。
毎
日
交
替
で
十
人
ぐ
ら
い
ず
つ
行
っ
た
。

凍
っ
て
い
て
硬
く
て
な
か
な
か
掘
れ
な
い
。
ツ
ル
ハ
シ
と
バ
ー

ル
で
砕
き
な
が
ら
掘
り
、
帰
る
時
は
凍
ら
な
い
よ
う
に
シ
ー
ト

を
掛
け
て
く
る
。
幾
日
も
か
か
っ
て
掘
り
埋
葬
す
る
。
自
分
達

の
収
容
所
で
も
幾
人
か
亡
く
な
っ
て
一
つ
の
墓
に
眠
っ
て
い

る
。
故
国
に
帰
る
日
を
夢
見
て
遠
い
酷
寒
の
異
国
で
亡
く
な
っ

て
い
っ
た
戦
友
達
を
一
日
も
早
く
故
郷
へ
還
し
て
や
り
た
い
。

こ
の
街
は
、
黒
河
の
対
岸
に
位
置
し
て
黒
龍
江
と
支
流
の

ゼ
ー
ヤ
川
が
落
ち
合
う
三
角
州
で
、
東
西
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
北

五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
広
い
街
で
、
北
東
の
端
に
ブ
ラ
ゴ
エ
シ

チ
ェ
ン
ス
ク
の
駅
が
あ
り
、
鉄
道
が
街
の
周
り
を
一
周
し
て
工

場
へ
出
入
り
し
、
駅
前
の
広
い
メ
イ
ン
通
り
を
中
心
に
縦
横
に

広
い
道
路
と
生
活
道
が
入
っ
て
、
大
き
い
工
場
は
外
側
の
線
路

の
近
く
に
多
く
、
住
宅
は
内
側
に
平
屋
建
て
が
多
か
っ
た
。
人

口
は
少
な
く
、
若
い
男
は
兵
隊
に
出
て
、
女
と
年
寄
り
が
主
力

で
荒
廃
し
た
街
を
支
え
て
い
た
よ
う
だ
。

工
場
が
多
い
が
、
ど
こ
の
工
場
も
動
力
に
使
う
電
力
を
発
電

し
て
い
る
の
で
大
き
な
煙
突
が
あ
る
。
ア
ム
ー
ル
に
面
し
た
川

の
ほ
と
り
に
大
き
な
火
力
発
電
所
が
あ
り
街
の
電
力
を
賄
っ
て

い
る
の
で
、
大
量
の
石
炭
が
貨
車
で
送
ら
れ
て
く
る
。

収
容
所
の
隣
に
大
き
な
製
材
所
が
あ
り
、
毎
日
三
十
人
ぐ
ら

い
作
業
に
行
っ
た
。
朝
、
作
業
の
分
担
を
決
め
て
仕
事
に
就

く
。
ボ
イ
ラ
ー
の
石
炭
運
搬
、
貯
木
場
の
材
木
を
コ
ン
ベ
ヤ
に

乗
せ
製
材
機
ま
で
送
る
、
作
業
製
品
を
板
や
角
材
に
分
類
、
ト

ロ
ッ
コ
に
積
ん
で
倉
庫
片
付
け
の
作
業
、
川
が
解
け
る
と
ゼ
ー

ヤ
川
の
上
流
か
ら
筏
で
木
材
が
着
く
の
で
、
コ
ン
ベ
ヤ
で
二
十

メ
ー
ト
ル
ぐ
ら
い
の
貯
木
場
へ
揚
げ
積
み
込
む
作
業
を
し
て
、

二
週
間
ぐ
ら
い
で
交
替
し
て
他
の
工
場
へ
変
わ
っ
た
。

三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
所
に
大
き
な
製
粉
工
場
が
四
カ
所

あ
り
、
第
一
製
粉
工
場
か
ら
第
四
工
場
ま
で
あ
っ
て
、
ウ
ク
ラ

イ
ナ
地
方
か
ら
送
ら
れ
て
く
る
小
麦
を
昼
夜
休
ま
ず
三
交
替
で

製
粉
に
し
て
送
り
出
し
て
い
る
。

こ
の
四
ヵ
所
の
工
場
へ
第
一
収
容
所
か
ら
大
勢
の
作
業
員
が



出
て
働
い
て
い
た
。
第
一
工
場
の
生
産
は
八
時
間
に
六
十
キ
ロ

グ
ラ
ム
詰
め
二
一
〇
袋
、
一
日
に
七
二
〇
袋
四
十
三
ト
ン
。
交

替
者
は
決
ま
っ
て
い
て
、
一
週
間
ご
と
出
番
が
変
わ
っ
て
作
業

す
る
。
袋
詰
め
が
二
人
で
、
製
粉
さ
れ
た
粉
が
大
き
な
タ
ン
ク

二
つ
へ
落
ち
て
溜
ま
り
、
タ
ン
ク
の
下
部
が
袋
の
口
の
大
き
さ

に
な
っ
て
い
て
、
袋
を
掛
け
バ
ン
ド
を
締
め
て
タ
ン
ク
の
ハ
ン

ド
ル
を
外
し
台
秤
で
は
か
り
目
方
の
調
節
を
し
て
お
く
と
、
ロ

シ
ア
の
マ
ダ
ム
が
袋
の
口
を
縫
う
。
そ
し
て
ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ヤ

へ
乗
せ
、
倉
庫
の
高
い
所
か
ら
担
ぐ
荷
台
の
所
へ
滑
っ
て
来
る

の
で
四
人
が
片
付
け
る
。
二
四
〇
袋
運
ん
で
六
袋
の
十
段
が
四

山
で
一
〇
〇
％
だ
。
石
炭
運
搬
が
四
人
い
る
の
で
、
交
替
す
る

人
が
常
時
十
人
働
い
て
い
る
。

第
二
工
場
も
十
人
、
第
三
と
第
四
が
八
人
ず
つ
、
合
計
三
十

六
人
の
三
倍
の
人
が
交
替
し
、
ほ
か
に
麦
の
貨
車
が
入
る
と
麦

降
ろ
し
や
石
炭
降
ろ
し
と
作
業
は
多
か
っ
た
。

ほ
か
に
発
電
所
の
石
炭
運
搬
の
八
人
ず
つ
三
交
替
も
冬
は
大

変
だ
っ
た
が
、
帰
り
に
サ
ウ
ナ
へ
入
っ
て
来
た
の
で
嬉
し
か
っ

た
。
二
年
目
に
宿
舎
も
改
築
さ
れ
、
地
下
へ
浴
場
も
造
り
食
事

も
改
善
さ
れ
た
。

民
主
化
運
動
が
始
ま
っ
た
頃
将
校
は
ど
こ
か
へ
移
動
し
、
二

十
三
年
五
月
、
待
ち
に
待
っ
た
ダ
モ
イ
の
時
が
来
た
。

【
執
筆
者
の
紹
介
】

昭
和
五
年
四
月
　
　
　
　
湯
ヶ
島
尋
常
高
等
小
学
校
入
学

昭
和
二
十
年
二
月
八
日
　
和
歌
山
県
海
草
郡
中
部
七
五
部
隊
入

隊

二
月
　
　
　
満
州
黒
河
省
孫
呉
工
兵
一
三
四
連
隊

八
月
　
　
　
孫
呉
陣
地
に
て
終
戦

九
月
　
　
　
ソ
連
ブ
ラ
ゴ
エ
シ
チ
ェ
ン
ス
ク
第
一

収
容
所

作

業
　
　
　
　
　
　
　
製
材
所
、
製
粉
工
場
、
発
電
所
、
造

船
所
、
コ
ル
ホ
ー
ズ

昭
和
二
十
三
年
六
月
　
　
復
員

（
静
岡
県
　
石
川
博
）




